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産業廃棄物処理基本計画 

基本方針 
Ⅰ．産業廃棄物の発生・排出抑制 Ⅲ．適正処理の推進

Ⅱ．リサイクルの推進 

▼目標

Ⅰ.排出量・最終処分率の削減（平成32年度において） 

⇒排出量を平成25年度実績以下に抑制 

⇒排出量に対して最終処分率を2％以下に削減 

Ⅱ.再生利用率の向上（平成32年度において） 

⇒排出量に対して再生利用率を49％以上に増加 

Ⅲ.適正処理に向けた情報の公開・発信の充実 

⇒産業廃棄物、優良な処理事業者及び不適正処

理事案などに関する情報の公開・発信システ

ムの充実 

取組の目標 H20 
H25 

(基準値) 
H30 

目標値 

（R2） 
評価

排出量（千トン） 1,605.2 1,543.6 1,332.7 1,543.6 以下 達成 a 

最終処分率（％） 2.3 2.5 2.3 2％以下 未達成 c 

再生利用率（％） 41.6 44.9 46.6 49％以上 未達成 b 

※計画改訂により取り組みの目標を見直したため、基準値を平成 25年度実績としている。 

※排出量の実態調査は 5年に一回実施したため、平成 30年度実績により評価。 

（ａ：順調に進んでいる ｂ：概ね順調に進んでいる ｃ：あまり順調に進んでいない ｄ：順調に進んでいない）

Ⅰ．排出量の削減 Ⅱ．最終処分率の削減

Ⅲ．再生利用率の向上 Ⅳ．適正処理に向けた情報の公開・発信の充実

○優良な処理業者の育成及び優良事業者の認定   

制度の周知

○不適正事案への厳正な対応

○市民に対する情報の公開・発信の推進

○排出事業者・処理業者への指導・監視

▼目標達成状況の総合評価 

産業廃棄物の排出量に関する目標については、大幅に目標値を達成し、順調に進みました。 

最終処分率及び再生利用率に関する目標については、数量の改善があり、目標まであとわずかとなりました

が、算定の分母となる排出量の削減等の影響もあり、目標（率）を達成することはできませんでした。 

また、「適正処理に向けた情報の公開・発信の充実」に関する目標については、優良事業者の認定制度につい

て周知を図り、優良事業者数の増加に努めるなど、概ね順調に進みました。 

取組の目標の達成状況や具体的な取組の実施状況等から総合的に判断して評価

（Ａ：成果が上がった Ｂ：概ね成果が上がった Ｃ：あまり成果が上がらなかった Ｄ：成果が上がらなか

った）
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